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法華経菩薩思想の研究

-janenti bdhim-

久 保 継 成

1. 法 華 経 の序 品, 第13偶 で は, 菩 薩 を 描写 して次 の よ うに 言 う。

...... ye bodlisattva...../vividhena viryena janenti bodhim(KN 10. 9-10)

こ こで 言 うjanenti bodhimと は, ど うい うこ とで あ ろ うか。 同 じ個 所 がO. で

はcaranti bodhauと な っ てい る(ms. caramti, fol. 17a5-6: cf. SP Index p. 380)。

この 場合 も, で は それ は何 を 意味 す る の で あ ろ うか。 羅 什 は 引 用 個 所 を 「菩 薩 種

種 因 縁 而 求仏 道 」 と訳 した。 当該 個 所 は 「求仏 道 」 で あ る。

2. janenti bodhimと い うこ とは, す なお に 受 け とれ ば"(現 に)bodhiを 生

み 出す"と い うこ とで あ ろ う。 しか し, 問 題 は 当然 そ う簡 単 で は ない。 故 渡 辺 照

宏 博 士 は 大 法輪 で 「覚 り(を 求 め る心)を お こ してい ます 」 と訳 され, (語句)項

で この 点 に 言 及 して

「菩提心 を発す るこ とをい う。南条 ・泉訳 駅求道せ り"は よいが, 岩本訳 さと りを生

じてい る"で は意味がよ く通 じない。 ボサ ツはさと りを得 る状態 には まだ達 していない

か らである」

と論 じて い る。 と ころ で, こ の論 旨はbodhiを 仏 陀 の境 地 にの み 帰 属 させ る とい

う, 恐 ら く伝 統 的 な ひ とつ の理 解 を 前 提 と し てい る と言 え よ う。 しか し, 松 濤 訳

「菩提 を 生起 せ しめ て い る」 は, lanentiを 使 役 形 と とる か 否 か の 問 題 は 別 と し

て, 菩 提 を現 実 に菩 薩 に よっ て生 み 出 され る もの と して, 訳 され て い る と とれ る。

この点, Kernの “who are ploducing enlightenment…”は 明解 で あ る(な お,

Edg. Dict. p. 237b)。

3. O. の 言 うcaranti bodhauは, と ころ で, ど うい うこ とを 言 って い る の で

あ ろ うか。 “菩提 に 向 って 行 じて い る ”と とれ ば, そ れ です ん で しま い そ うで あ

る。 しか し, 刊 本 が 採 用 す るjanenti bodhimが, 現 実 の菩 薩iの修 行 の あ り方 の

範 囲 で言 わ れ てい る とす る と, 言 い か え れ ば 彼 岸 で は な い 此 岸 の こ と と して述 べ

られ て い る とす る と, caranti bodhauも “bodhiに 於 て行 じて い る”と 言 っ て

い る の で は な いか とい う問 題 が 出 て こ よ う。
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4. bodhiが 於 格 で 出 て くる用 例 を, 多 少 の 整 理 を 試 み つ つ, 法華 経 に

見 てみ よ う。

有 名 な寿 量 品 の 自我 偶 の最 後vs 23(KN 326. 12)に,

katham nu bodhav upanamayeya....(以 何(令 衆生)得 入無上道)

とあ る。 こ の場 合, 言 うと こ ろは 化 城 喩 品 の 最 後 の偶vs 109(KN 198. 10)の

sarvajha-jfgfne upanenti sarvan//(引 入於仏慧)

に通 じる もの と見 て よい で あ ろ う。

 このbodhauやjyineに つ い て は, 対 応す る 動 詞 と文 節 の 意味 内容 か ら考 え

て, この 於 格 は 少 くと も方 向 性 を 示 す もの と理 解 され る。

 そ こで, まず 「に 」 とか 「へ 向 って 」 とい う日本語 の概 念 が無 難 に あ て は め ら

れ るで あ ろ う。 しか し, そ の 際, 日本 語 の 「の 中 で 」 「に於 て」 とい う概 念 を切

り捨 て て 理 解 して よい もの か ど うか, ま たbodhauやjineが 精 神 的 領 域 を 言

う点 か ら, 「に 関 して」 とい った 概 念 を 無視 して よいか ど うか も一 考 を 要 し よ

う。(cf. Speyer's Skt. Syntax §147)

5. paripacita(pari～/pac caus. P. P. P)に 関わ る 用例 は数: 多 く現 わ れ る が, 序

品 で 日月 灯 明仏 の 八 王 子 が 妙 光 に よ って

te tenva paripcit bhvann anuttarayam samyak-salpbodhau(KN22. 1, 妙光

教化令其堅固阿褥 多羅三貌三菩提)

とあ る場 合, 於 格 が 方 向 性 を 示 す 例 と見 る べ きで あ ろ う。"最 終 目標 で あ る 無 上

正 等 覚 に 向 って"と い うこ とで あ る。(cf. Speyer§146)

しか し, 讐 喩 品 で 述 べ られ る 舎 利 仏 の 述 懐

paripacito'halp iha agra-yane(vs 1, KN 61. 7; O. buddha-yme, fol. 66b2; 不

失於大乗)

で は, 更璽大乗 に 向 って とい うよ りは 璽大乗 に於 て と言わ れ て い る と と るべ き

で あ ろ う。 ま た従 地 涌 出 品 で, 釈 尊 が 涌 出の 菩 薩 に つ い て説 明 して

maya calte kula-putra asmin bodhisattva-dharme paripacit-(KN 309. 6令

発道意)

と言 う際 も同様 で あ ろ う。

と ころ で, これ らの 用例 で の於 格 の理 解 を 「に 関 し て」 とい う 日本 語 の概 念 に

よ って試 み る こ とは 出来 な い で あ ろ うか。 対 応 す るbodhi; agra-yana(O. bud=

dha-); bodhisattva-dharmaは 共 に 精 神 的, 抽 象 的概 念 で あ り, 物 や 場 所 で は

な い の で あ るか ら, む しろ 「に 関 して」 とい う概 念 を あ ては め る方 が, よ り本 質
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的 理解 と言 え そ うで あ る。 さて, そ の 際 に は 「に 関 して」が どの 例 に も通 じて あ て

は ま る こ とに な る。 対 応す る 言葉 の 意味 に応 じて, 動 詞 が 示 す 動 的 要 素 の過 程 に

焦 準 が合 され るか 到 達 点 に合 され るか の違 い は あ っ て も, ひ とつ の 精 神 的 領 域 が

於 格 に よ って示 され てい る と理 解 す べ きな の で は な か ろ うか。(cf. Speyer §147-9)

6. 5に 見 た方 向性 を示 す 於 格 の 例 はanuttarayalp samyak-salpbodhauと

vyakaraaの 動 詞形 との 組 み合 せ で数 多 く見 られ, (e. g. KN 70. 12; 100. 3etc: 1.

vs 88; III. vs 14の よ うにagra-bodhiの 例 もあ る)prapidha: naと の 組 み 合 せ に も見

られ る。(e. g. KN 43. 11～12)ま た

pari項mayanto iha agra-bodhau(1. vs 15, 廻 向仏道)

の よ うにparipamaの 動 詞 形 も於 格 を と るの は,「 廻 向 」 の 意 味 を理 解 す る上 で

興 味深 い。

また 例 の 多 いsam-a-daのcaus. との 組 み合 せ はpari pac, caus. の場 合

と同様 の 吟味 を 要 し よ う。(e. 9. II vv132; 139; KN77. 12; 110. 7; 183. 14; 185. 7;

310. 15; 311. 7),

7. さ て, 4や5で 於 格 が 方 向 性 を 示 す と理 解 した 例 は, そ こで述 べ た よ うに

bodhi等 の語 意 か らで は な く, 対 応 す る動 詞 と文 節 の 意 味 す る と ころ か ら, か か

る理 解 を ひ き 出 した ので あ った。 法 華 経 の 言 わ ん とす る と ころ は, 例 え ぽanut=

tarayarp samyak-sarnbodhauと あれ ぽ 無上 正等 覚 の語 意か ら仏 に帰 せ しめね ば

な らな い とい った 固定 的 予 断 を もって して は, 理 解 出来 な い と考 え る。 例 え ば化

城 喩 品 に 彼 の十 六 王 子が 多 くのprapinを

anuttarayam samyak-sambodhau paripacitavdn samadapitavan samdarsitavan sam=

 uttejitavan salppraharsitavan svataritavan(KN 182. 9-11, 但 しsalpdaritavan等

につ いてはWT p. 163 note 1; Edg. Dict. p. 568a, 検討は後 にゆず る。示教利喜令発

阿褥 多羅三貌三菩提心)

とあ る場 合, 方 向性 と して と らえ た こ と も, 無上 正等 覚 とい うひ とつ の精 神 的 領

域 の 中 で の ことで あ り, 多 くの 仏 な ら ざる 人 々が そ の 領域 に 入 った もの と して述

べ られ てい る こ と は 明 白で あ る。

羅 什 が こ こで 試 み た 理 解 は, 提 婆達 多 品 で 天 王如 来 に よっ て

Ganga-nadi-valuka-camas ca sattva anuttarayam samyak-sambodhau cittam utp=

 adayisyanty……(KN 259, 12-13, 恒河沙衆生発無上道心)

と述 べ られ る例 な ど(ex. KN 260. 4-5, 不可思議衆生発菩提心; KN 456, 7-8衆 中八万

四千衆生皆 発無等等 阿褥 多羅三貌三菩提心)と 通 じる もの と して原 文 を読 ん だ もの で
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あろ う。 にあげた渡辺説 と共通のものである。しかし, かかる意訳は以下にあ

げる例には通用しないと思 う。すなわち, たまたま什訳に欠ける部分であるが,

見宝塔品に多宝仏の次のような述懐がある。

aham khalu purve bodhisattva-caryam caramano na tavan niryato 'nuttarayam

samyak-sambodhau yavan maya 'yam Saddharmapundariko dharma-paryayo bod=

hisattvavavado na sruto 'bhut/yada to maya 'yam Saddharmapundariko dharma-

paryayah srutas tada pascad aham parinispanno 'bhuvam anttarayam samyak-

sambodhau (KN 240. 14-241. 3)

これは明らかに仏果を言 う例であるが, 仏ならざる人々の場合にもまった く同

じ表現が為されている点に注 目すべきであろう。例 としては提婆達多品の

sarve ca to Mafijusriya kumara-bhutena vinita anuttarayam samyak-sambodhau

(KN 261. 14-15, 此諸菩薩皆是文殊 師利 之所化度)

ye ca sattvas tasya tathagatasya dharma-desanam S'rnvanti sarve to 'vinivartaniya

 bhavanty anuttarayalp samyak-salpbodhau(KN 265. 10-11, 無量衆生聞法解悟得不

退 転)

を あ げ る こ とが 出 来 よ う。 いず れ も仏 な らざ る人 々が 無 上 正 等 覚 とい う精 神 的 領

域 に “居る”こ と, 言 い か えれ ば それ を確 た る信 条 とす る(こ とが 出来 る)精 神

的 状 況 に な った こ とを述 べ て い る と理 解 す べ き もの で あ ろ う。

8. 7に 示した諸例は, すべていわばお話の中でのものである。 しか し, 法華

経はお話を通してその思想を述べる経である。次にあげる人間の現実を直接述べ

る例も, これらのお話の中での例をふまえて理解すべきであろ う。

parinispannah sa Bhaisajyaraja kula-putro va kula-duhita va 'nuttarayam samyak-

 sarpbodhau veditavyas……(KN 226. 6-7, 成就 阿褥多羅三貌三菩提)

これ は法 師 に つ い て説 く内容 で あ るが, 法 師 が 限 定 され た 人 で な く, 法 師 の行

動 を 通 し て新 た な法 師 が 生 れ るべ きで あ る とい う要請 は, 次 の よ うな文 言 に も伺

い得 る。

apy eva namaika-varam apimarn dharma-paryayam samsravayed yam srutva

'prameya asamkhyeyah sattvah ksipram anuttarayam samyak -sambodhau parinispa=

dyeyuh(KN 228. 1-2, 是人歓喜説法須奥聞之即得究寛阿褥多羅三貌三菩提)

一方, 法華経を知らない菩薩について, 法師品に仏の言 として

evam eva Bhaisajyaraja dure to bodhisattva mahasattva bhavanty anuttarayam

samyak-salpbodhau yavan nwemalp dharrpa-paryayam srnvanti-(KN 233. 6 菩 薩

亦 復 如是, 若 未 聞.....是 法 華 経, 当知 是 人 去 阿褥 多 羅 三 貌 三 菩 提 尚遠)
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とある。ところで, ここに言 うところは安楽行品に, いかなる菩薩乗に属する人

にも動揺を起させてはいけないと説き, 言 うべきでないことの中に

dure yuyam kula-putra anuttarayah samyak-sambodher na tasyarn yuyam samd=

rsyadhve/(KN 285. 9, 汝 等 去 道 甚 遠)

と あ る と こ ろ か ら 明 確 に な る。 こ こ でtasyamは 明 らか に 阿 褥 多 羅 三 貌 三 菩 提 で

あ る。 引 用 個 所 後 半 は “そ こ に は 見 ら れ な い ”す な わ ち “その 領 域 に は 居 な い ”

と い う こ と で あ る。dureと は 単 に 仏 果 か ら 遠 い と い う こ と で は な い の で あ る。

以 上, anuttarayalp samyak-sapbodhauは 現 実 の 人 間 が そ の 中 に 心 を 置 く こ

と の 出 来 る 精 神 的 領 域 と し て, 述 べ ら れ て い る と 言 え る の で は な か ろ うか。

9. さ て, こ こ で 改 め てbodhiが 現 実 の も の か 彼 岸 の も の か を, 用 例 に そ っ て

見 て み よ う。

caranti ete vara-bodhi-carikalp(V. vs 44, KN 131. 12, 汝 等 所 行 是 菩 薩 道)

sthito'smi bodhaye(IX vs 7, KN 219. 10, 我 今 ……安 住 於 仏 道)

kena bodhlya sthapitah(XIV vs 25, KN 306. 3, 誰 ……教 化 而 成就 従 誰 初 発心(P))

な ど は 話 の 流 れ の 中 の 現 在 に 於 てbodhiが と ら え られ て い る 例 と言 え る で あ ろ

う。

te sarvi bodhaya abhii labhina(II vs 76, KN 49. 14 etc, 皆 己 成仏 道)

te sarvi prapta imam agra-bodhim(II vs 96, KN 52. 10, 自成 無 上 道(P))

も これ に 準 じて 考 え ら れ よ う。 ま た

samadapemi aham agra-bodhau(II vs 139, KN 58. 8, 但 以一 乗 道 教 化 諸 菩 薩)

te codarayam buddha-bodhau samadapitah(KN 110. 7, 然 仏 実 以 大 乗 教 化)

sattva-koti-nayuta-ata-sahasri bodhaya samadapitany abh且van(KN 183. 14.

所 化 六百 万 億 那 由他 ……衆 生)

paripacitsarvi maysdkti bodhaye(XIV vs 38, 悉 是 我 所 化 令 発 大 道 心)

な ど の 例 も, bodhiと い う精 神 的 状 況 が そ の 人 々 の も の に な っ て い る こ と を 言 っ

て い る と と る べ き で は な か ろ うか。

10. caranti bodhauに つ い て の 結 論 を 出 す 前 にcarが 於 格 を と る 例 を こ の

経 に 見 て お こ う。

caritas ca jn. ane (XIV vs 37, KN 309. 15); paflcasu paramitasv......caret (XVI.

KN 332. 10); samadhau carito 'bhut (XXV. KN 464. 2).

これ らの例 は, 修 行 と し て現 実 に と り くん で い る こ とが らを 於 格 で 表 現 す る こ

とを示 し て い る。

caranti bodhauは “bodhiを 行 じて い る ”の であ る。 “bodhiに 関 して, に 於
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て行じている”のであ り “行じることを通してbodhiを つかむ, つかんでいる”

のである。

11. では現実に修行者がbodhiを つかむ とは何を意味するであろうか。一人

の人間の内面において, bodhauと 表現される精神的領域が実感されるとい うこ

とは, より現実的にとらえれば, その人間が精神的に何かを生み出す ということ

であろ う。喜びかもしれない, 悲しみかもしれない, 何らかの実感を通 して, し

かし普遍なものが見えた時, さとれた時, ネパール系写本のjanenti bodhimと

い う表現は確かな響きを持つに違いない。

 以上, 他の経典におけるcontextと の異同については, 諸賢の御教示 をあお

ぎたい。

〈キーワード〉菩提, 法華経, 菩薩行

(国際仏教学研究所研究員・立正大学講師・文博)
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